
再評価調書 

事 業 名 府道余野茨木線（１工区） 

所 在 地 大阪府茨木市上郡～福井 

再評価理由 事業採択後 10 年を経過した時点で継続中 

目    的  本路線は、大阪府茨木市と京都府亀岡市を結ぶ主要な府県間道路である

が、歩道のない２車線道路であり、朝夕、渋滞が慢性化し、歩行者や自転

車の安全性も確保されていない状況。 

 国際文化公園都市の中部・東部地区へのｱｸｾｽ機能を補完する路線でもあ

り、円滑な交通処理を図るべく歩道設置並びに交差点改良を実施するもの。

内    容 延 長 Ｌ＝1.6ｋｍ 

幅 員 Ｗ＝16.0ｍ（道路規格 4 種 2 級） 

歩 道 両側（3.5ｍ×2）（交差点改良数 8箇所） 

その他 橋梁 2箇所（中河原橋・佐保川橋） 

全体事業費：約 45 億円（約 45 億円）   うち投資済事業費：約 29 億円 

（内訳）用地費約 31 億円（約 31 億円）   （内訳）用地費約 19 億円 

     工事費約 14 億円（約 14 億円）        工事費約 10 億円 

（   ）内の数値は計画時点のもの         （内 橋梁整備費約 5億円）

事 業 費 

【計画時点の事業費との変動理由】 

 

維持管理費 

4.32 百万円／年（2.7 百万円／km・年） 

上 位 計 画 １．大阪府都市基盤整備中期計画（改訂版） 

２．大阪府交通道路マスタープラン 

事

業

概

要 

関 連 事 業 １．国際文化公園都市 

計画時の想定 現時点での状況 分析 

【完成予定の変更理由】 

経    過 

事業採択年度：H 9 

事業着手年度：H 9 

完成予定年度：H17 

事業採択年度:H 9 

事業着手年度:H 9 

完成予定年度:H23 

国際文化公園都市の整備状

況等に鑑み、投資計画の見

直しによる延期。 

進 捗 状 況  

 

（平成 17 年度末） 

用地:61％ 

工事:71％ 

 

途 中 段 階 の 

整 備 効 果 

発 現 状 況 

 国道 171 号～福井郵便局前

まで約 650ｍ供用。(H17.5) 

 

歩車分離により安全性向上

及び、右折レーン設置等に

より交通円滑化が図れた。

事
業
の
進
捗
状
況 

事 業 進 捗 に 

関 す る 課 題 

特に無し 

計画時の想定 現時点での状況 分析 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

１． 彩都の状況 

○特定土地区画整理事業計画概要 

施行主体:都市基盤整備公団 

事業期間：H6～H24 

(H16 西部地区一部街びらき予定) 

開発面積: 742.6ha 

計画人口：居住人口 50,000 人 

施設人口 24,000 人 

○整備状況 

・Ｈ16 春の西部地区一部街びらき

を目指し、共同溝や道路などの都

市基盤施設の整備を推進。 

・厚生労働省の「医薬基盤技術研究

施設」の早期完成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

《現道》 

24 時間交通量:13,336 台 

混  雑  度：1.44 

（平成 6年センサス）

１．彩都の状況 

○特定土地区画整理事業計画概要 

施行主体:都 市 再 生 機 構 

事業期間：H6～H24 

(H16 西部地区一部街びらき実施) 

開発面積: 742.6ha 

計画人口：居住人口 50,000 人 

施設人口 24,000 人 

○整備状況 

・Ｈ16 春に西部地区で一部街びら

きを実施。 

・H19 春のｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝを目指し区

画整理事業地区内外で公共施設

等の整備を推進中。 

・西部地区は H13.8 に都市再生ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄとして「大阪圏におけるﾗｲ

ﾌｻｲｴﾝｽの拠点形成」として位置づ

けられ、その中核施設である医薬

基盤研究所がＨ13 末より工事開

始し、街びらきと同時供用開始。 

 

《現道》 

24 時間交通量:13,287 台 

混  雑  度：1.32 

（平成 11 年センサス） 

 

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化 

地
元
等
の
協
力
体
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・歩道設置により近隣児童の登

下校時の安全性が高まり、右

折レーン設置等による混雑

緩和も期待されることから、

地元市町村も含めて早期実

現が要望されている。 

・歩道設置により近隣児童の登

下校時の安全性が高まり、右

折レーン設置等による混雑

緩和も期待されることから、

地元市町村も含めて早期実

現が要望されている。 

 

 



 

 

 計画時の想定 
備  考 

現時点での状況（変更点） 分析 

費用便益分析 

・事業内容が歩道設置による現道拡幅であり、採択当

時、費用効果分析の手法が確立されていない。 

 

 同左 
 

 

  

事
業
効
果
の
定
量
的
分
析 

その他の指標

（代替指標） 

・ 混雑度   1.44 
・ 旅行速度    17.3 Km/hr  （H6 センサス） 

 ・ 混雑度   1.32  
・ 旅行速度  28.2 Km/hr （H11 センサス） 
 
※ 国道 171 号との交点部分の歩者分離及び右折レーン設置を推

進したことで、旅行速度向上。 

早期の局部改良により、事業効果の発現が見られる。 

 H17.5 には国道 171 号から福井郵便局前交差点までの 

約 650ｍ区間の歩道設置が完了したことで、更なる交通 

円滑化が図れた。 

安全・安心 

・歩車道分離による交通安全機能の向上 ・受益者 

 地域住民、学童、道路利用者

 開発区域住民 

同左 
 

 変更無し 

 

 

活力 

・開発区域の支援 
・地域間交流連携の強化、物流の効率化の支援 
・バス路線の利便性向上 

・受益者 

 地域住民、道路利用者 

 開発区域住民 

 同左  変更無し 

快適性 

・沿道地域への移動円滑化 ・受益者 

 地域住民、道路利用者 

 開発区域住民 

 同左  変更無し 

事
業
効
果
の
定
性
的
分
析 

その他 

・旅行速度の向上 ・受益者 

 地域住民、道路利用者 

 開発区域住民 

 同左 
  

 交差点改良 8 箇所の内 4 箇所（右折レーン設置箇所 14

箇所の内 7 箇所設置済）の改良が完了したことで、交通の

円滑化が図られた。 

自然環境等への 

影響と対策 

 本路線の整備により大気質、騒音、振動等の影響は微少。 
 また、歩車道分離、右折レーン設置等により、旅行速度の向上が図れ、大気質への負
荷物質の排出量の抑制に寄与するものと考える。 

同左  変更無し 

その他特記すべき

事項 

 事業区間は通学路。供用済区間の終点である福井郵便局前交差点から、福井小学校・高等学校までの区間（約 550ｍ）は安全性の早期確保の観点から、重点的に歩道整備及び交差点改良を実施中。 

福井小学校・高等学校から府道忍頂寺福井線までの区間は、片側に既設歩道があり、緊急性の観点から投資計画を変更し、国際文化公園都市の中部・東部地区の進捗状況を見据え整備期間を順延。 

 １）国道 171号～福井郵便局交差点     Ｌ＝650ｍ （供用済：一部暫定形） 中川原橋整備済 

 ２）福井郵便局～福井小学校等交差点    Ｌ＝550ｍ （重点整備中） 

 ３）福井小学校等交差点～府道忍頂寺福井線 Ｌ＝400ｍ （整備順延区間）    佐保川橋整備済 

 重点整備中の区間は、緊急性を要すため、早期に暫定供用の実施予定であるが、完成形施行は国際文化公園都市の進捗を見据えて順延。※１～２区間（L=1,200ｍ）の用地進捗率：73％ 

 


